
1

住民協働課の目標（令和４年度）自己評価書

住民協働課長 渡辺 幸夫

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 住民活動団体の支援

地域の活性化や課題等に取組むための、住民団体等の自由で自発的な公益活動に対す

る住民公益活動補助金の交付や、下宿ベースの円滑な管理運営により、住民活動団体の

活性化を図るとともに、一般サークル等の活動の場を提供することで町民同士の交流や

連携の強化を図ります。

２ 住みよい地域づくりの推進

もっとも身近な住民組織の自治会等と行政は、地域住民の住みよい環境をつくるとい

う目的を共有しており、自治会等の運営について支援します。

また、地域担当員が自治会等との連携が図れるよう支援します。

３ 協働意識の普及と啓発

公共や公益を担い支えるのは行政だけではなく、住民等との協働のうえに成り立つと

いう意識を持ち、協働のまちづくりへの理解を深めるための講演会等を実施します。

また、住民と行政の協働活動として、公園等愛護活動推進事業や資材等支給事業、花

いっぱい運動を推進します。

４

４

４

・住民公益活動補助金については１団体に交付しました。

・下宿ベースを効果的に活用していただくことで、住民活

動団体の活性化を図ることができました。

・各自治会(３６団体)に自治振興助成金を交付しました。

・各自治会長(３９地区)に行政協力を依頼し、自治会と行

政のパイプ役として活動していただくことができまし

た。（会議はコロナの影響を考え中止）

・各地域に地域担当員を配置し、住民と行政の緊密な関係

を築くことに努めました。

・住民と行政の協働活動として、地域の公園等の環境美化

を目的とした公園等愛護活動では、公園数等２０箇所、

１３団体の協力を得られました。

また、住む人、訪れる人に憩いと安らぎを与え、美しい

まちづくりの推進を目的とした花いっぱい運動では、

達成度：R5.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。
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４ 高齢者・団塊世代の生きがい就業支援

高齢者や団塊の世代の社会参加と生きがい就労を目的とした「酒々井町シルバー人材

センター」の運営を支援します。

５ 男女共同参画社会形成の促進

男女共同参画社会形成についての理解を深めるため、県から委嘱される地域推進員

と協力して啓発事業や情報提供を行い、男女共同参画社会形成への意識を高めてい

きます。

６ 地区集会所等への補助

各地区の集会所等に対して管理費、修繕費、増改築費、建設費等について助成します。

７ 各課業務の推進及び支援

多様化する住民ニーズ、高度・複雑化する行政課題に対して、限られた人員・予算を

最大限活用し行政サービスを提供するため、行政経験が豊富な再任用職員による応援体

制を組んで、担当する職員と再任用職員が協働で業務に取り組み、各課の業務の効率化

等の推進を図ります。

４

４

４

４

１０団体の協力を得られました。

・町が資材及び機材等を支給し、住民自らが施工する資材

支給事業に３件の申請があり、農道整備等の環境改善を

図ることができました。

・補助金として１４０万円を交付し、運営を支援しました。

・千葉県男女共同参画地域推進事業(北総地域)への参加、

運営協力をしました。

・男女共同参画社会の実現を目指し、町人権教育セミナー

との共催で、講演会を開催しました。

・集会所等を管理する自治会(２９団体)に地区集会所等管

理費補助金を交付しました。

・担当課と協働で取り組み、業務の効率化を推進すること

ができました。

・令和４年度実績として、各課からの業務依頼件数３５５

件、業務従事人員延べ９１０人の応援体制を組んで支援

を行いました。
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８ チャレンジ目標

①男女共同参画の様々な施策を計画的に推進していく第２次酒々井町男女共同参画計画

を策定したので、男女共同参画の意識の醸成及び、実現に向け普及啓発に努めます。

②公共活動広場用地の管理を円滑に図れるよう検討します。

４

４

①職員の男女共同参画意識向上のため、職員研修を実施し

ました。

②公共活動広場用地について、樹木管理・除草等を行いま

した。


